
Ⅴ-⑥ 「異能プロジェクト（子どものもつ能力を伸ばすために）」   
     の実施 

 令和2年2月8日（土），29日（土），附属坂出小学校にて，希望の保護者53名，教員4名，学生4名，坂
高教育創造コースの高校生1名，計62名を対象に表題の研修会を実施した。 

 講師は香川大学教授（本校校長）の坂井聡と香川大学教授宮崎英一が努めた。本研修会は，まず，
子どもがどのように感じているのか，どのように理解しているのかを英国自閉症協会製作のVR映像で
体験してもらった。 

 そして，子どもを受け入れるためにどのようなことに配慮していけばよいか，講師の経験も交えながら
参加者とともに考えていった。「リフレーミングの仕方のグループワーク」や「学びたくなる環境作り」「う
まくいったときの対応の仕方」など，うなずきながら研修する場面が多く見られ，あっという間の２時間
であった。 

 自閉症スペクトラム（連続体）を始めとした，通常学級における合理的配慮を進める上で，子ども理解
がスタートである。合理的な配慮をしながら，その子のもつ能力を伸ばす環境や指導の在り方を探って
いけたらと考えている。 
 本稿では，研修の様子と参加者の声を報告する。 
 
  

１ 研修会の様子 

①子ども理解の大切さを説明する坂井教授 ②VR映像について説明する宮崎教授 

③VR体験のモデル提示（見え方をモニターに映して） ④VR体験（学生がナビゲーションを） 



⑤グループワーク ⑥配慮について，共に考える 

⑦自身のノートの取り方を紹介 ⑧香川大学教授，香大生，坂高教育創造コースの 
  学生，本校教員がチームになって 

２ 参加者の声（一部） 

（１）保護者 
  ・VR体験により，光の刺激や足音・雑音など，まるで異空間のように感じた。 
  ・母親の声が聞きづらく，パニックになったときは視界も真っ暗で，何を言っても通じないことがわかった。 
  ・恐怖の世界でパニックになる気持ちがよくわかった。どうして助けてくれないのと思っていると感じた。 
  ・話よりもVR体験。想像では限界がある。 
  ・リフレーミングの仕方やうまくいったときの対応の仕方など子育てに取り入れたい。 
  ・他の保護者の方と子育てについて話し合えてよかった。 
（２）香川大学生 
  ・研修にスタッフとして参加して，VR体験の効果を目の当たりにできた。やはり，自分がVR体験して，初めて 
   本当の困難さが分かるのだと思う。アセスメントがきちんとできる教師になりたい。 
  ・附属坂出小学校には特別支援教育に感心のある保護者が多くいい機会だと思った。通常学級の保護者や 
   地域の方々にもこのような研修が広がり，インクルーシブ教育が進めばよいと思った。 
（３）坂出高校教育創造コースの高校3年の生徒 
  ・今日は，家族そろって参加した。皆がVR体験して，自閉症の子どもの困難さがわかった。大学へ進学して 
   特別支援のことをしっかり学びたいと思った。また，３年間，附属坂出学園をフィールドとして子どもとかかわ 
   らせていただき，講義でわかったつもりだったことが実際はできなかったり，新しく学びたいことが出てきてよ 
   かった。香川大学に進学できたので，続けて附属坂出学園へ来たい。 
（４）本校教員 
  ・新しいスタイルの研修で，初めてVR体験をさせてもらった。知識としては知っていたが，やはり，実際の困難さ 
   は体験しないと分からない部分があると強く感じた。通常学級の教員もこの体験をすれば，より特別支援の視 
   点からの配慮が進むと思う。教員研修に取り入れていきたい。  
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